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■「産農人」とは農作物をつくるだけでなく、市場ニーズを理解し流通させることのできるマーケットセンスを持った新しい農業人を表す造語です。

6次産業化を応援！
横須賀商工会議所

活動報告会─「産農人」多様な学び得られる場
　｢

産
農
人
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
活
動
を
総

括
す
る
報
告
会
が
開
か
れ
、
６
人
の
メ
ン
バ
ー

が
関
係
者
を
前
に
学
び
の
成
果
を
発
表
し
た
。

　
１
期
生
で
卒
業
を
控
え
る
齋
藤
輝
さ
ん
と
荻

津
伊
吹
さ
ん
は
、
幅
広
い
視
点
で
農
業
を
捉
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を
「
成
長
」
の
言

葉
に
か
え
て
感
謝
を
伝
え
た
。
高
校
生
フ
ァ
ー

マ
ー
と
し
て
実
家
の
農
園
を
管
理
し
て
い
る
齋

藤
さ
ん
は
、
多
目
的
栽
培
な
ど
経
営
改
善
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
４
・
５
倍
の
売
上
げ
増
を
実

現
し
た
こ
と
を
報
告
。
荻
津
さ
ん
は
、
印
象
深

い
出
来
事
に
台
風
被
害
を
挙
げ
、
農
業
経
営
に

リ
ス
ク
管
理
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
話
し
た
。

　
来
年
度
の
展
開
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、

加
工
商
品
の
製
造
・
販
売
を
ゴ
ー
ル
目
標
と
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「産能人」プロジェクトの構成メンバー

　
東
京
・
秋
葉
原
で
開
か
れ

た
カ
ゴ
メ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

｢

ベ
ジ
タ
ブ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン｣

。
新
商
品
発
表
の

場
で
あ
る
会
場
に
は
、
ス
ー

パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
や
飲
食
関

係
者
に
混
じ
っ
て
学
生
服
姿

の｢

産
農
人｣

メ
ン
バ
ー
の
姿

が
あ
っ
た
。
一
般
の
入
場
は

制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
同
社

の
計
ら
い
で
食
品
業
界
の
最

先
端
に
触
れ
る
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
新
た
に
市

場
投
入
さ
れ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
試
食
し
な
が
ら
開
発
の

狙
い
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
日

本
人
の
野
菜
摂
取
の
実
態
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し

た
。
厚
生
労
働
省
が
推
奨
す

る
１
日
の
野
菜
摂
取
量
３
５

０
ｇ
に
対
し
て
、
60
ｇ
足
り

て
い
な
い
現
状
を
知
る
と
と

も
に
、
同
社
が
こ
の
不
足
分

を
効
率
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
て
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
商
品
開
発

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
ン
ス
を
持
っ
た
新
時
代
の
農
業
人
の
育
成
に
取
り
組
む
横
須

賀
商
工
会
議
所
の
「
産
農
人
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
三
浦
初
声
高
校
都
市
農

業
科
の
生
徒
ら
に
多
様
な
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
栽
培
技
術
の

習
得
や
加
工
品
の
製
造
実
習
は
、
す
べ
て
現
場
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ
ロ
が

指
導
。
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の
カ
ゴ
メ
も
参
画
し
て
お
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

捉
え
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
「
生
産
─
加
工

─
流
通
─
販
売
」
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
で
き
る
実
践
型
の
研
修

は
、
こ
こ
で
し
か
学
べ
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

食
の
最
先
端
に
触
れ
る

企
業
に
学
ぶ
農
産
物
の
出
口
戦
略緊張した面持ちながらも熱心に説明に耳を傾けるメンバー。カゴメの新商品発表会で

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
点
が

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

に
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
食
の
新
潮
流
で
あ
る

「
ビ
ー
ガ
ン
」
（
完
全
菜
食

実
践
者
）
の
言
葉
に
も
触
れ

た
。
訪
日
外
国
人
の
う
ち
、

全
体
の
約
５
％
が
ビ
ー
ガ

ン
・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
あ

り
、
需
要
の
高
ま
り
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
メ
ー
カ
ー
や
飲

食
店
が
動
き
出
し
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、
秋
元
流
椰
さ
ん

（
２
年
）
は
「
生
産
者
も
ト

レ
ン
ド
を
い
ち
早
く
掴
ん

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
い
く
発
想
が
欠
か
せ
な

い
」
と
感
想
を
話
し
た
。

　
商
議
所
の
一
連
の
取
り
組

み
は
、
産
業
界
の
視
点
で
地

域
農
業
の
縮
小
を
食
い
止
め

る
狙
い
も
あ
る
。
市
場
を
分

析
し
て
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
作

物
を
生
産
・
流
通
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
に

注
力
し
て
い
る
。

　「産農人」メンバーに、農業のイロハを
教える指導役。週に１回、畑で一緒に汗を
流しながら、未来の農業のめざすべき姿
を語り合ってきた。繰り返し伝えてきたの
は、「農家」から「農業経営者」への脱皮だ。
安心・安全・美味しい農産物をつくること
は当たり前。「消費を意識した生産がこれ
からの農業には欠かせない」。これを実践
し続けるには、１人の力では限界があり、
地域農業を守る視点からも組織化が重要
となっていく。「就農を求める非農家にチャ
ンスを与えたい」。メンバーと過ごす時間
を通して、自分の役割が見えてきた。

鈴木優也さん
若者の農業参入を後押し




